
め
て
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。「
藤
原
の
要
害
」
は
味
方
の
逆
心
に
よ
り
炎
上
し
た
の

ち
に
、
再
度
普
請
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。

　
藤
原
城
跡
は
、
南
の
曲
輪
Ⅰ
と
北
の
曲
輪
Ⅱ
と
そ
れ
ら
の
間
の
曲
輪
Ⅲ
、
尾
根
筋

の
堀
切
・
竪
堀
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
図
1
）。

　
曲
輪
Ⅰ
は
、
三
〇
ｍ
×
二
六
ｍ
の
平
面
長
方
形
状
を
呈
し
、
四
周
を
土
塁
で
囲
っ

て
い
る
。
土
塁
は
、
両
側
を
石
積
み
で
補
強
す
る
。
虎
口
は
、
堀
口
氏
や
白
石
氏
が

指
摘
し
て
い
る
と
お
り
東
側
に
開
口
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
北
側
の
開
口
部
に
つ
い

て
は
、
後
世
の
改
変
（
小
祠
と
そ
れ
に
伴
う
石
積
み
）
が
著
し
い
た
め
、
評
価
が
難

し
い
が
、
曲
輪
Ⅱ
と
の
連
絡
や
曲
輪
Ⅲ
の
南
端
部
の
土
塁
の
状
況
か
ら
出
入
口
と
し

て
機
能
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
曲
輪
Ⅰ
の
南
西
部
の
土
塁
に
は
、
櫓
台
と
評
価
さ

れ
る
高
ま
り
が
あ
り
、
位
置
的
に
海
上
交
通
を
見
張
る
役
割
を
担
う
で
あ
ろ
う
。
こ

ち
ら
か
ら
は
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
稲
積
島
暖
地
性
植
物
群
落
」
を
含
め
た
周

参
見
湾
を
睥
睨
す
る
。

　
曲
輪
Ⅱ
は
、
城
跡
の
北
端
部
に
位
置
し
、
周
参
見
川
の
平
野
部
を
直
下
に
見
下
ろ

す
。
三
〇
ｍ
×
一
五
ｍ
程
度
の
不
整
形
な
長
方
形
状
を
呈
す
る
が
、
岩
盤
に
よ
り
居

四
　
す
さ
み
町
藤
原
城
跡
の�

�

中
世
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は
じ
め
に

　
藤
原
城
跡
は
、
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
す
さ
み
町
に
位
置
す
る
中
世
期
の
山
城
で
あ

る
。
古
く
か
ら
城
跡
の
存
在
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
長
ら
く

不
詳
で
あ
っ
た
［
す
さ
み
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
一
九
七
八
］。
近
年
、
堀
口
健
弐
氏

に
よ
り
詳
細
な
遺
構
の
報
告
が
な
さ
れ
、
城
跡
の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た

［
堀
口
二
〇
一
五
・
二
〇
一
九
］。
そ
の
後
、
白
石
博
則
氏
に
よ
る
調
査
報
告
も
な
さ

れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
た
い
［
白
石
二
〇
一
八
］。

　
今
回
、
藤
原
城
跡
を
踏
査
す
る
機
会
を
得
て
、
曲
輪
Ⅰ
に
お
い
て
中
世
期
の
資
料

を
表
面
採
集
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
。

一
　
藤
原
城
跡
の
位
置
と
概
要

　
藤
原
城
跡
は
、
周
参
見
川
河
口
部
を
中
心
と
す
る
平
野
部
の
背
後
の
山
塊
上
に
位

置
し
、
藤
原
谷
が
そ
の
名
の
由
来
と
考
え
ら
れ
る
。
最
高
所
は
、
標
高
二
七
四
ｍ
を

測
り
、
麓
か
ら
の
比
高
差
が
約
二
六
〇
ｍ
あ
る
。
岩
肌
が
露
出
す
る
険
峻
な
山
で
あ

る
。
周
辺
に
立
地
す
る
周
参
見
城
跡
、
周
参
見
中
山
城
跡
、
神
田
城
跡
と
と
も
に
周

参
見
氏
が
築
い
た
城
館
と
考
え
ら
れ
て
い
（
（
（

る
。

　
近
世
以
降
に
成
立
し
た
『
安
宅
一
乱
記
』
の
「
角
ミ
木
弾
正
が
事
」
に
お
け
る

「
藤
原
の
要
害
」
に
比
定
さ
れ
る
が
、
同
時
代
史
料
か
ら
は
周
参
見
氏
の
動
向
を
含

図 1　‌�藤原城跡　縄張図‌
（白石博則氏作図を元に筆者作成）
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全
体
的
に
破
損
し
て
お
り
、
す
り
溝
は
ま
っ
た
く
確
認
で
き
な
い
が
、
あ
た
か
も
八

分
画
の
区
画
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
破
砕
面
が
形
成
さ
れ
る
。
受
け
皿
部
は
、
先
端

が
欠
損
す
る
。

　
受
け
皿
を
持
ち
、
小
型
で
あ
る
こ
と
や
芯
孔
棒
が
貫
通
し
て
い
る
と
い
っ
た
特
徴

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
茶
臼
と
評
価
で
き
る
［
三
輪
一
九
七
八
］。
全
体
に
火
を
受
け
た

痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
二
次
的
な
被
災
、
も
し
く
は
儀
礼
的
な
破
砕
の
一
環
と
し

て
火
中
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
全
国
的
に
み
れ
ば
、
様
々
な
石
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
地
元
産
の
石
材
が
主

と
な
る
よ
う
だ
。
本
資
料
も
、
周
辺
で
よ
く
産
出
す
る
砂
岩
製
で
あ
る
。
茶
臼
の
出

土
は
、
十
六
世
紀
代
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
、
本
事
例
も
そ
の
年
代
観
に
属
す
と

す
る
な
ら
ば
戦
国
期
の
所
産
と
み
ら
れ
る
［
佐
々
木
二
〇
一
八
］。

　
発
掘
調
査
事
例
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
に
お
い
て
は
、
八
幡
山

城
跡
と
要
害
山
城
跡
で
茶
臼
が
出
土
し
て
い
る
。
八
幡
山
城
跡
で
は
、
上
臼
一
点
と

住
ス
ペ
ー
ス
は
大
幅
に
限
ら
れ
る
。
周
参
見
中
山
城
跡
や
神
田
城
跡
を
望
む
と
と
も

に
、
安
宅
坂
や
大
辺
路
街
道
、
周
参
見
荘
の
内
陸
部
や
佐
本
荘
へ
向
か
う
道
を
一
望

で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
か
ら
は
周
参
見
湾
及
び
周
参
見
川
河
口
部
が
見
え
な

い
。
曲
輪
の
北
側
及
び
西
側
は
自
然
地
形
の
岩
盤
に
よ
り
土
塁
状
に
な
っ
て
お
り
、

南
側
の
土
塁
に
接
続
す
る
。
西
側
に
土
塁
は
存
在
し
な
い
が
、
切
岸
と
な
っ
て
お
り

帯
曲
輪
も
し
く
は
通
路
状
遺
構
が
存
在
す
る
。
こ
ち
ら
の
南
端
部
に
も
や
や
甘
い
が

土
塁
を
築
く
。
自
然
地
形
を
利
用
し
な
が
ら
も
、
明
確
に
平
坦
面
を
確
保
し
、
切
岸

を
備
え
て
い
る
。

　
曲
輪
Ⅲ
は
、
削
平
が
甘
く
、
自
然
の
尾
根
筋
と
み
え
な
く
も
な
い
が
、
付
帯
す
る

土
塁
や
堀
切
か
ら
人
工
的
な
曲
輪
と
み
な
し
て
も
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
曲
輪
Ⅱ
と
Ⅲ

の
間
は
三
重
の
堀
切
で
遮
断
し
て
い
る
が
、
曲
輪
Ⅱ
側
の
堀
切
が
も
っ
と
も
傾
斜
が

き
つ
く
、
比
高
差
が
五
ｍ
以
上
あ
る
。

　
藤
原
城
跡
の
特
徴
的
な
遺
構
と
し
て
、
曲
輪
Ⅰ
を
防
御
す
る
西
尾
根
と
東
尾
根
の

堀
切
群
が
挙
げ
ら
れ
る
。
西
側
尾
根
は
三
重
の
堀
切
と
石
積
み
土
塁
を
築
く
。
尾
根

の
高
低
差
を
上
手
く
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
堀
切
の
比
高
差
が
よ
り
大
き
く
な

り
、
遮
断
の
効
果
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
堀
口
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

隣
接
す
る
安
宅
荘
の
勝
山
城
跡
と
の
構
造
（
築
城
技
術
）
上
の
類
似
点
が
認
め
ら

れ
（
（
（
る
。

　
藤
原
城
跡
の
曲
輪
Ⅰ
（
南
郭
）
と
曲
輪
Ⅱ
（
北
郭
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
海
上
交
通
と

陸
上
交
通
・
河
川
・
平
野
部
を
抑
え
る
機
能
を
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
勝
山
城
跡

と
同
様
の
役
割
を
担
う
城
跡
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
遺
物
の
観
察

　
今
回
採
集
し
た
資
料
は
、
石
臼
類
（
挽
き
臼
類
）
の
下
臼
で
あ
る
。

　
復
元
残
存
長
（
臼
面
径
）
一
六
・
〇
㎝
、
残
存
高
四
・
〇
㎝
、
復
元
芯
孔
径
が
上

部
で
三
・
五
㎝
、
下
部
で
四
・
五
㎝
を
測
る
。
残
存
率
は
四
〇
％
で
あ
る
。
臼
面
は

図 2　茶臼　実測図
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本
報
告
に
あ
た
っ
て
は
、
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
代
表
白
石
博
則
氏
よ
り
ご
教

示
い
た
だ
い
た
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
本
稿
作
成
後
、
す
さ
み
町
教
育
委
員
会
（
す
さ
み
町
立
歴
史

民
俗
資
料
館
）
に
寄
贈
す
る
。

　
図
1
は
、
白
石
二
〇
一
八
に
加
筆
修
正
、
図
2
及
び
写
真
1
・
2
は
、
筆
者
が
作

成
し
た
。

注
（
1
）
城
館
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
本
報
告
書
中
の
拙
稿
「
熊
野
水
軍
が
築
い
た
城
館

―
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
を
中
心
に
―
」
及
び
白
石
博
則
「
熊
野
地
域
の
港
津
と

城
館
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
白
石
に
よ
る
と
、
藤
原
城
跡
と
勝
山
城
跡
の
築
城
技
術
上
の
類
似
は
認
め
つ
つ

も
、
安
宅
氏
・
周
参
見
氏
間
の
み
の
技
法
で
は
な
く
、
紀
南
で
広
く
有
効
な
技

法
と
し
て
共
通
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る
。
筆
者
も
そ
れ
に
賛

同
す
る
。
た
だ
し
、
立
地
や
城
館
構
成
な
ど
を
含
め
た
視
座
よ
り
確
認
さ
れ
る

勝
山
城
跡
と
藤
原
城
跡
が
果
た
し
た
役
割
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
、
強
調
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

引
用
参
考
文
献

佐
々
木
健
策
　
二
〇
一
八
「
挽
き
臼
類
の
展
開
に
み
る
中
世
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
研
究
報
告
第
二
一
〇
集
［
共
同
研
究
］
中
世
の
技
術
と
職
人
に
関
す
る
総
合
的

研
究
』
村
木
二
郎
編

白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
　
二
〇
一
四
『
安
宅
荘
中

世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
』

白
石
博
則
　
二
〇
一
八
「
藤
原
城
跡
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
　
第
一
七
号
』
和
歌
山
城

郭
調
査
研
究
会
編

す
さ
み
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
七
八
『
す
さ
み
町
誌
上
巻
』

日
置
川
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
　
二
〇
〇
四
『
八
幡
山

下
臼
五
点
の
合
わ
せ
て
六
点
が
出
土
し
て
い
る
［
日
置
川
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘

中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
二
〇
〇
四
］。
要
害
山
城
跡
で
は
、
上
臼
が
一
点
確
認

さ
れ
て
い
る
［
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
二
〇
一

四
］。
こ
の
二
例
の
中
世
山
城
に
つ
い
て
は
、
他
の
出
土
遺
物
か
ら
、
十
五
世
紀
後

半
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
の
年
代
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
類
例
が

少
な
く
は
あ
る
が
、
本
事
例
の
年
代
観
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
白
石
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
今
回
の
報
告
資
料
以
外
の
石
臼
類
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
茶
臼
の
下
臼
の
よ
う
で
あ
る
が
、
今
回
の
踏
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
［
白
石
二
〇
一
八
］。

お
わ
り
に

　
本
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
出
土
遺
物
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
藤
原
城
跡
の
年
代

観
を
議
論
す
る
う
え
で
ひ
と
つ
の
指
標
と
な
る
。
た
だ
し
、
石
臼
類
は
、
一
般
的
に

時
期
比
定
の
た
め
の
編
年
資
料
と
な
る
遺
物
と
は
言
い
難
い
た
め
、
今
後
さ
ら
な
る

資
料
の
報
告
や
調
査
が
進
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
ひ
と
ま
ず
報
告
を
終
え
た
い
。

写真 1　茶臼

写真 2　表採位置（写真中央）
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』
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郭
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会
編

堀
口
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二
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「
藤
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の
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と
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